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子供が歌をつくる過程の研究
－わらべ歌を元歌にした，音楽づくりの実践から－
吉村　智宏＊
１　研究の動機
　平成29年３月31日に告示された，新学習指導要領第６節音楽第１目標で「生活や社会の中の音や音楽と豊かに関わる
資質・能力」という文言が新たに加えられた。「生活や社会の中の音や音楽」という言葉から，子供がより能動的に音
や音楽にかかわることが求められていることを感じる。さらに，第３内容の取扱い２(6)では，音楽づくりについての
取り扱い方については，新規に示されている。これからの音楽の学習が，既製の楽曲を表現する「再創造」を中心に展
開されるのではなく，子供自らが音楽のつくり手になることが，一層求められてくる。
　私自身，子供にとって音楽がより身近に感じられるようになってほしいと考え，音楽づくりの学習を重視してきた。
特に，わらべ歌や地域の民謡といった，日本の伝統的な音楽を教材にして実践に取り組んできた。わらべ歌や地域の民
謡などを教材にしてきた理由は，それら音楽が私たちの生活に深くかかわってきた音楽だからである。わらべ歌は子供
の遊びの場面で歌われてきたし，地域の民謡は地域の祭礼などで歌われてきた。それら音楽を学ぶことで，子供は音楽
をより身近なものと捉え，音楽を使って自分の気持ちや思いを表現することができるようになると考えてきた。
　伊野(2014)は，「日本の子どもは，もともとわらべうたのように，自分の好きな歌を歌い，作り替え，相手に伝える
ことを自然に行ってきた」ことを背景に，「狭い意味での美や規範性に音楽学習を追い込むのではなく，生活の中の歌
のありように着目し，「掛け合い歌」の視点から音楽科教育を再検討することを目的にして」研究を行っている。また，
権藤ら(2014)は，アジア地域の掛け合い歌の調査から，「生涯にわたり児童が楽しく音楽とかかわっていくことができ
るようにするためには，現行の学習指導要領で示されているような，視唱，視奏の能力や楽譜についての理解や表現技
能をつけることのみが基礎となるのではなく，むしろ，なじみのある詩形に自分の思いをのせて，知っている旋律にの
せて，誰かに歌い掛け，歌いかえされることによって歌で気持ちを伝えることの楽しさやワクワク感を味わってみるこ
とも必要であると考えられる。」と述べている。これらの研究を基に，永井(2017)や中村(2017)によって歌づくりの実
践が行われ，その報告がされている。永井は，低学年での掛け合い歌の実践を通し，「予め歌詞を作って歌い合ったり，
合いの手を入れて共感し合ったりすることは，子どもたちのコミュニケーション能力向上に貢献するのではないかと考
えている。」と，その効果について期待を述べている。中村は，中学生を対象にした掛け合い歌の実践を通し，「聴き手
の共感を呼ぶことができた歌は，歌詞の面白さだけでなく，聴き手に訴える積極的な歌い方や，音色や間を工夫した情
感豊かな歌われ方によるものが多かった。このような良い歌が生まれた背景には，テーマ（歌詞の内容）だけでなく，
テーマに対する思いをグループで共有し，より人々の生活に根差した気持ちに寄り添ってうたづくりを進めたことが大
きい。」と，表現の技能や，歌づくりの協働性について述べている。
　これらの研究や実践から，子供は歌をつくる力をもっており，その力を音楽の学習でコミュニケーションの道具とし
て生かしていくこと，さらに発展，拡充していくことが重要であることが分かる。しかし，これら研究・報告の中で，
子供が歌詞をつくり，どのようにして歌に結び付けているのかについては，具体的な姿での言及はされていない。歌づ
くりを行う子供の姿を明らかすることは，歌づくりの具体的な方法に結び付くと考える。そこで今回，子供が歌詞を歌
に結び付けていく過程を観察し，どのようなやり取りによって歌づくりが行われているのかを明らかにしていく。
　
２　研究の目的
＊ 長岡市立表町小学校
　子供が歌詞を考え，歌づくりを行う過程を観察し，どのようなやり取りによって歌づくりが行われているのかを，
子供の発話行動記録と歌詞，つくり歌から明らかにする。
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３　研究の内容と方法
　⑴　実践期間：平成29年６月
　⑵　対象児童：５年生36名
　⑶　題材：「スター☆学年は何見て跳ねる？」
　⑷　分析方法
　本研究は，題材「スター☆学年は何見て跳ねる？」の実践で，子供がつくった歌詞と歌，実際の子供のやり取りを分
析して考察を加えていく。元歌となる「うさぎ」を体得した後，歌詞を考え，その歌詞を元に歌づくりを行う場面を抽
出して分析を行う。子供のやり取りは，抽出したグループの発話行動記録に残し，歌は録音したものを採譜する。
４　歌づくりと元歌について
　ここで，本研究における歌づくりと元歌について定義する。
　加藤(2017)は，「音楽をつくること」を「決められた旋律に歌詞をつけることも音楽をつくること」「ある一定の音楽
様式・演奏の範囲内で一部の要素を変更していくことも音楽をつくること」と提案している。こうした音楽づくりの様
子は，地域の盆踊りなどの祭の場で，場面や状況に応じて自由の歌詞をつくり替えて歌われる場面で見ることができる。
そこでは，つくり替えた歌詞が節に合わないこともある。しかし，歌詞を縮めて歌ったり，節を引き延ばして合わせた
りする過程を経て，歌詞を歌い上げることができる。この歌詞を縮めて歌ったり，節を引き延ばして合わせたりする過
程の結果，リズムや旋律が歌詞に合うように変化している。このことから，「決められた旋律に歌詞をつける」もしく
は「要素を変更していく」ことは，音楽づくりになり得るという立場である。本研究における歌づくりも加藤の提案の
立場で考えていく。
　元歌とは，歌づくりを行う上で元となる歌のことで，加藤の「決められた旋律」と同義である。「スター☆学年は何
見て跳ねる？」では「うさぎ」を元歌にしている。
５　実践の結果と分析・考察
　⑴　題材名「スター☆学年は何見て跳ねる？」の概要
　題材「スター☆学年は何見て跳ねる？」は，わらべ歌「うさぎ」を元歌にして，歌づくりを行う学習である。例えば
図１のように，「うさぎうさぎ，なにみてはねる？」の問い掛けの歌詞を，子供の名前に置き換え「たかしさんたかし
さん，なにみてはねる？」と歌い，「じゅうごやおつきさま，みてはねる」の答えの歌詞を，たかしさんが喜びそうな
言葉に置き換え，「やきにくていしょくみてはねる」という歌詞につくり替えて歌づくりを行っていく。
　本題材は，全３時間で行われた。指導計画は，表１の通りである。
　第１時で「うさぎ」を練習し，音楽に慣れ，なじむようにした。その上で，題材のねらいを示した。最後に教師の考
《つくり歌》
《元歌》
表１　「スター☆学年は何見て跳ねる？」の指導計画
時 ○主な学習活動
1 ○「うさぎ」を練習する。
○「うさぎ」を元歌にした「スター☆学年は何見て跳ねる？」づくりをすることを知る。
○教師の考えたつくり歌を練習する。
2 ○グループに分かれ歌詞づくりを行う。
○歌詞と元歌を使って歌づくりを行う。
3 ○「スター☆学年は何見て跳ねる？」発表会を行う。
図１　「スター☆学年は何見て跳ねる？」の元歌とつくり歌の略図
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えた歌詞を示し，学習のイメージをもたせるようにした。第２時では，４人のグループを編成し，グループごとに歌詞
をつくり，歌づくりを行った。第３時では，グループごとの発表会を行った。
　⑵　実際の子供の姿と分析・考察
　ここでは，Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄ，Ｅグループを抽出し，歌づくり場面での子供の発話，行動の記録から，歌づくりに結び
つく過程を追っていく。さらに，作成した歌詞がどのような歌になったのかを採譜し，歌づくりにつながる行為を調べ
ていく。なお，つくり歌に充分な多様性が認められた箇所は，元歌の「じゅうごやおつきさま」にあたる部分であるた
め，そこを抽出して分析を行い，考察を加えた。子供の名前はローマ字，Ｔは教師，Ｐは特定できない子供，PPは複
数の子供である。発話は「　」で示し，行動は（　）で示す。
　Ａグループでは，元歌の「じゅうごやおつきさま」の９音に合わせて「キャンディーとサイダー」に歌詞を作り替え
て歌った。しかし，いざ歌ってみると，「サイダー」の箇所がうまく合わない事態になってしまった。元歌の「お」の
後で「つきさま」と縮めて歌うことに習って，「サ」の後で「イダアァ」と歌うことを「合わない」と感じたのである。
その後，何度か歌い直すことを経て，１音１音同間隔で歌う歌い方で落ち着いた。ここで注目したいことは，2Riko/
Makoが試しに歌った際に生じた微妙なズレを指摘し合い，再度歌うことで，同間隔で歌うことによる落ち着きを得た
という過程である。互いに歌いながら，「丁度よい」と感じる節回しを見つけていることが分かる。元歌とつくり歌(採
譜したもの)を図２に示す。なお，(　)は上の発話行動記録の番号と歌った児童の名前である。譜の下の□は歌づくり
の際の行為や状況を示す。
　Ｂグループでも，元歌の「じゅうごやおつきさま」の９音に合わせて「かくされたゲームき」という歌詞に作り替え
て歌っている。３のMikiが，歌詞ができて間もなく「か～くされ～た　げ～むき」と歌って，そこから節や歌詞の変
更をせずに歌づくりを終える形になっている。ここで着目したいところは，「じゅうごやおつきさま」は「じゅうご
や」で４音「おつきさま」で５音であることに対し，「かくされたゲームき」は「かくされた」で５音「ゲームき」で
表２　「スター☆学年は何見て跳ねる？」の子供の発話行動記録(Ａグループ)
番号 話者・行動者 内容，発話記録，行動記録　
1
2
3
4
5
Hayato
Riko/Mako
Mako
Riko
Hayato
（話し合いの結果，「じゅうごやおつきさま」の音数と同じ「キャンディーとサイダー」に歌詞が決まった。）
「じゅうごやおつきさまは９（音）だから，合うように歌えばいんじゃない？」
(一緒に歌う)「キャンディーとサイダー…」(少しズレる)
「サイダーって急いで歌うと変じゃない？」
「私もそう思った。(何度が歌い直した後，１音１音を同間隔で歌って)サイダァじゃない？」
「そうそうそんな感じ。もう一回やってみてよ」
（その語歌って，歌づくりを終えた）
≪元歌≫ ≪つくり歌(2.Riko/Mako)≫ ≪つくり歌(完成)≫
図２　Ａグループのつくり歌の実際
微妙なズレ 同間隔で歌い，落ち着く
表３　「スター☆学年は何見て跳ねる？」の子供の発話行動記録(Bグループ)
番号 話者・行動者 内容，発話記録，行動記録　
1
2
3
4
5
Kaisei
Riki
Miki
Riki
PP
（話し合いの結果，「じゅうごやおつきさま」の音数と同じ「かくされたゲームき」に歌詞が決まった。）
「かくされたゲームき…ゲーム機隠されたの？」
「うん。テストが悪くって，やりすぎだって」
「歌うとどうなの？」(歌う)「か～くされ～た　げ～むき…って感じ」　
「そうだね」
(全員で歌って)「か～くされ～た　げ～むきみては～ねる」
（この段階で，歌づくりが終わった）
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４音であり，節の区切りが異なるところを無意識的に調整して歌っているということである。ここで確認された行為は，
「かくされた」の「くさ」を収縮して歌っていることと，「ゲームき」の「ゲ」の音を伸ばし，「ゲぇぇ」と産み字を用
いていることである。また，元歌の「じゅうごや」の旋律の音高はＧ音からＢ音に上行していることに対し，「おつき
さま」はＡ音からＤ音まで下行しており，語感と旋律の区切りが一致していることが分かる。そして，Ｂグループのつ
くり歌もそれに準じたものになっている。
　Ｃグループは，元歌の「じゅうごやおつきさま」が９音であることに対し，「こうきゅうなにく」という2 音少ない
７音の歌詞に作り替えている。しかし，１のHikaruは，「こうきゅうなに～くぅ」で，歌詞が歌に乗らず，歌いにくい
ことを感じていた。そこで，４のSyuuが「にく」を「おにく」にしたらどうかと，提案を行った。すると，歌詞が歌
に合致する感覚を得て，歌づくりを終えた。ここで着目したいことは，「歌詞に修正を加えている点」がある。一度歌
詞を作ったが，節に合わないことに気付き，合わせるために「お」を加えて修正を行った。その後，「お」に産み字を
加え，「お」の音を伸ばすことで，歌詞と旋律の関係を調整した。これは，Ｂグループで示した言語優先の歌づくりだ
けでなく，旋律との兼ね合いの中で歌詞の調整を行った歌づくりの姿といえる。元歌とＣグループのつくり歌を図４に
示す。
図３　Ｂグループのつくり歌の実際
≪元歌≫ ≪つくり歌≫
歌詞の収縮と産み字の調整
表４　「スター☆学年は何見て跳ねる？」の子供の発話行動記録(Ｃグループ)
番号 話者・行動者 内容，発話記録，行動記録　
1
2
3
4
5
6
Hikaru
Ririka
Hikaru
Syuu
Hikaru
Ken
（話し合いの結果，「じゅうごやおつきさま」の音数と異なる「こうきゅうなにく」に歌詞が決まった。）
「こうきゅうなに～くぅ」
「いんじゃない？」
「肉のところが，何か歌いにくい」(歌う)「こうきゅうなに～くぅ」　
(歌う)「こうきゅうな『お～』にく　だとどう？」
(歌う)「こうきゅうなお～にく…歌いやすい。ねぇKenちゃん」
「うん」
（この段階で，歌づくりが終わった）
図４　Ｃグループのつくり歌の実際
≪元歌≫ ≪つくり歌(1 Hikaru)≫   《つくり歌(完成)》
歌いにくさ 歌いにくさを「お」と産み字で調整する
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　Dグループは，元歌の「じゅうごやおつきさま」が９音であることに対し，「たかくてとどきそうなとこ」という３
音多い12音の歌詞に作り替えている。１のKeitatuとRionは，一緒に歌うも「たかくてとどきそうな」まで歌って，止
まってしまった。それは，元歌の「じゅうごやおつきさま」の旋律を「たかくてとどきそうな」でいっぱいに歌ってし
まったからと考えられる。音数が多いので，ここでは言葉を縮めて歌うことも考えられるが，Ｄグループでは，３の
Rionが「たかくてとどきそうな」まで歌った後で，新たに旋律を加えて「とこ」を歌うことにより，歌づくりを完成さ
せることになった。これは，先の加藤の提案する「ある一定の音楽様式・演奏の範囲内で一部の要素を変更していくこ
とも音楽をつくること」を体現した場面と捉えている。 元歌とDグループのつくり歌を図５に示す。
　Ｅグループは，元歌の「じゅうごやおつきさま」が９音であることに対し，「ゲームのさいこうきろくとじぶんの
うっただきゅう」という大幅に音数の多い22音の歌詞に作り替えている。当然，１のKaimuのように「長くて歌えな
い」状況が生じる。しかし，３のＴは「どっちも歌えるかもしれないよ」と提案を行い，Ｔの作った歌詞で手本を示し
た。「やきにくて～いしょくとおいしいビ～ルをみて」は，元歌の「じゅうごやおつきさま」で使われる旋律を２度反
復させて歌う方法である。それを受け，５で旋律の反復を生かして歌い切ることができた。ここでは，子供だけに任せ
ず教師から提案する場面があったが，これも先の加藤の提案する「ある一定の音楽様式・演奏の範囲内で一部の要素を
変更していくことも音楽をつくること」と捉えている。元歌とＥグループのつくり歌，およびＴの範唱を図６に示す。
表５　 「スター☆学年は何見て跳ねる？」の子供の発話行動記録(Ｄグループ)
番号 話者・行動者 内容，発話記録，行動記録　
1
2
3
4
5
6
Keitatu/Rion
Keitatu
Rion
Keitatu
Rion
Keitatu
(話し合いの結果，「じゅうごやおつきさま」の音数と異なる「たかくてとどきそうなとこ」に歌詞が
決まった。)
(歌う)「たかくてとどきそうな…」(止まる)
「ちょっとうたいにくいね」
「もう一回歌ってみよう」(何度か歌う)「たかくてとどきそうなとこ　どう？」　
「お～　合った」(歌う)「たかくてとどきそうな…(止まる)ん？」
「ちがうちがう」(歌う)「たかくてとどきそうな(止める)で,『とこ』をつけるの」
「あ～分かった‼」(歌う)「たかくてとどきそうなとこ(止める)ね」
（この段階で，歌づくりが終わった）
図５　Ｄグループのつくり歌の実際
≪元歌≫ ≪つくり歌(1 Keitatu/Rion)≫ ≪つくり歌(完成)≫
旋律に歌詞が入らない 「とこ」に新たに旋律を加えて歌いきる
加わった旋律
表６　「スター☆学年は何見て跳ねる？」の子供の発話行動記録(Ｅグループ)
番号 話者・行動者 内容，発話記録，行動記録　
1
2
3
4
5
6
Kaimu
Yumeno
T
Kaimu
Kaimu/Yumeno
Hirahika
（話し合いの結果，「じゅうごやおつきさま」の音数と異なる「ゲームのさいこうきろくとじぶんの
うっただきゅう」に歌詞が決まった。）
「ちょっと長くて歌えない」
「どっちか減らす？私が減らすよ」
「え，どっちも歌えるかもしれないよ，例えば先生なら，ほら」(自分の歌詞を増やして歌う)「や
きにくて～いしょくとおいしいビ～ルをみては～ね～る」　
「お～‼面白い‼やってみよう」
(歌う)「ゲ～ムのさいこうきろくとじぶんのうっただきゅうをみては～ね～る」
「できたできた。いいね！」
（この段階で，歌づくりが終わった）
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６　結果
　５実践の結果と分析・考察から，子供が歌詞を考え，歌づくりを行う過程では，次の様子が見られた。
①　元歌に音数を合わせた歌詞をつくった場合でも，その語感に合うように旋律を微妙に調整して歌っていた。
②　元歌の歌詞と旋律の区切りが一致しているように，つくり歌でも考えた歌詞と旋律の区切りを一致させて歌って
いた。
③　歌詞と旋律を一致させるために，歌詞の収縮や母音を伸ばして歌う産み字を使い，調整させることができた。
④　歌詞をつくり，歌う際，歌詞と旋律の不一致を解消するために，歌詞に修正を加えてつくり歌を行っていた。
⑤　歌詞と旋律を一致させるために，元歌にはない新たな旋律（節）を加えて歌い切っていた。これは，加藤の提案
する「ある一定の音楽様式・演奏の範囲内で一部の要素を変更していくことも音楽をつくること」の一つと考えら
れる。
⑥　長過ぎる歌詞は，教師の支援を受けたが，旋律を反復させたつくり歌にし，歌い切ることができた。
　これらの結果から，子供が歌詞を考え，歌づくりを行う過程では，「元歌にある歌詞の語感と旋律との兼ね合いを基
盤にしながら，歌詞の収縮や産み字による調整，歌詞の修正，旋律の付加や反復といった技能を用いながら歌づくりを
行っている」ことがいえる。しかも，それら技能の殆どは，新規の技能として子供が得るものではなく，日本語を話す
日常生活の中で自然と身に付けてきた技能ということである。
　研究の動機で述べたように，音楽科では今後一層「子供がより能動的に音や音楽に関わること」「既製の楽曲を表現
する「再創造」を中心に展開されるのではなく，子供自らが音楽の作り手になること」が求められていく。しかし，音
楽づくりや歌づくりのための新たな技能を身に付けることは，少ない音楽科の時数の中で，困難を極めるだろうし，そ
の技能を身に付ける段階で意欲がそがれてしまう可能性もある。しかし，こうした元歌と考えた歌詞を合わせていく歌
づくりをすることで，音楽への能動的な関わり，音楽のつくり手になる活動への体現ができると考える。
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